
住民自治協議会って？ 
 

平成の大合併の頃 

 

地方分権の進展 

市町村の役割が増大 

                     その地域に適した 

                       サービスの提供 

住民要望の増加・多様化 

  

 

               どうする？ 

 

 

地域住民の皆さんが     自分だけで出来ないことは  それでも出来ないことは 

自分で出来ることは自分で  地域が補い、        行政が行っていく。 

 

    それぞれの役割分担により地域づくりに取り組んでいく。 

 

 

                そして 

 

「自分たちの地域は自分たちでつくる」という意識を持ち、 

地域住民の皆さんと行政が一緒に考え、お互いに理解し協力し合う。 

 

               そのためには 

 

住民の意見をまとめて、行政と一緒に取り組んでいただくための組織が必要 

それが、住民や各種団体の皆さんにより構成される「住民自治協議会」です。 

 

その結果 

 

住民の皆さんが自分たちの地域に誇りと愛着を持てる、住みやすい地域が実現 


